
● OPアンプ部のゲイン設計

図12－1に示すのは，汎用OPアンプNJM5532の裸

特性と周波数補正のR2，R4，C1を挿入したときのゲ

インと位相の周波数特性です．

周波数補正は，連載 第6回（2005年8月号）で説明

しゃ断周波数100 kHzの
パワー・アンプ

前回（第11回，2006年1月号）は，OPアンプICの

出力にディスクリート・アンプを接続して，より大き

な出力電圧，出力電流を得るパワー・アンプの概要を

説明しました．

今回は，このパワー・アンプを安定に動作させるた

めの方法を紹介します．
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第１２回 パワー・アンプの位相補償法

（a）回路�

（b）ゲインと位相の周波数特性�
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図12－1 汎用OPアンプNJM5532の高域での位相遅れを戻す



した低域ブーストOPアンプ回路に相当します．低域

ブースト回路単独では直流のゲインが大きくなりすぎ，

直流ドリフトのため安定に動作しません．

しかし，前回示した図11－1のようにR1，R3，VR1
を使ってオーバーオールの負帰還を施せば，ゲイン

10倍の反転増幅器として安定に動作します．

図12－1に示す定数で周波数補正すると，C1，R2，

R4で決定される周波数（約5.8 kHz）以上でゲインが平

たんになり，遅れた位相が0 に゚向かって戻っていき

ます．この位相の戻りにより，遅れた位相が補正され

ます（図11－6参照）．

しかし図12－2に示すように，NJM5532のGBWは

10 MHzなので，10 MHz÷ゲインで求まる高域しゃ

断周波数で位相が45 遅゚れ，fP2の位相遅れも加わりま

す．ということから，NJM5532の高域のゲイン平た

ん部を2倍と低くして，できるだけ位相の戻りが大き

くなるようにしました．

s高域しゃ断周波数100 kHzを目標にする

今回の反転アンプの仕上がりゲインは10倍，AOβ

が1倍になる裸ゲインは11倍です．

NJM5532の高域の位相遅れとディスクリート・ア

ンプの位相遅れの状態から，高域しゃ断周波数

100 kHzを目標にしました．

● ディスクリート・アンプ部のゲイン設計

ディスクリート・アンプ部の最大出力電圧は20 V0－P，
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（a）OPアンプ部の補正特性� （b）ディスクリート・アンプ部の補正特性�

図12－2 NJM5532とディスクリート・アンプ部の位相補償後のゲイン－周波数特性

（a）回路�

図12－3 汎用OPアンプNJM5532を使ったしゃ断周波数100 kHzのパワー・アンプの周波数特性と方形波応答（シミュレーション）


